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FORTEPIANO CONCERT IN �Ì�Ô��  vol.8

2005年6月22日（水）19時開演
池袋自由学園明日館講堂
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F. Schubert (1797-1828) :  WINTERREISE (1827)
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J. Cage (1918-1992):  WINTER MUSIC (1957)  +  SONG BOOKS (1970)
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 Walter & Son 1805 by P. McNulty 2002

�� 楽器提供：梅岡楽器サービス

�× �y �Â�è�r
† �y �×

�³�á�”�Õ�ç�Ä�®�Y�w�•�¯

　シューベルトの若すぎる晩年に作曲されたこの長大な歌曲集は、ある物語の終わったところから始まっ
ている。ミュラーによる詩にはその物語がどういうものであったのか具体的には記されていないが、とも
かく主人公は何らかの失恋をして、冬のある日、彼は幸せな日々を送っていた町を去り、放浪の旅へと出
発する。旅をしている本人自体、目的地も分からず、その故、この歌曲集の中では具体的なストーリーが
語られる事はなく、冬の旅路というよりはむしろ精神的な疎外感の描き出す心象風景が一見脈絡もなく語
り綴られていく。本来であればこの24の詩の対訳を掲載すべきであるが、この作品を熟知している方に
とっては無用、この作品に初めて接する方には詩を一字一句追っていくよりシューベルトの音楽そのもの
の美しさを楽しんで頂きたいので対訳はあえて割愛する事とした。ただそれぞれの詩の大まかな状況を知っ
ておく事はこの長大にして深遠な作品のよりよい理解への道しるべとなるので、以下にそれぞれの曲で歌
われている内容の概略を記す。
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私（旅人）は失恋した恋人の住む町を雪の降りしきる夜、ひっそりと去っていく。
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彼女（恋人）の家の屋根で風見鶏が私をあざけり笑っている。
�� �������Z�•�”�¦

凍った涙が私の頬から落ちる。彼女への情熱は冷え切ってしまったのか？
�� �������T�a�T�ˆ

雪の野原で彼女の足跡を無益に探す。ここに緑の草や花が咲いていた季節には、よくいっ
しょに散歩したものだ。

�� �������>��	%

あの町の泉のほとりの菩提樹はさざめき、私に呼びかけてくるようだ。今やあそこから遠
く離れているというのに。
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私の涙は雪の中へ落ちて行く。雪に吸い込まれた涙は春になると雪と共に溶け、小川へ流
れて行き、やがてかつての恋人の家へと辿り着くだろう。

�� �������v�•�w	Í�p

川の表面は固く凍りついている。私の心もこの川のように凍りついているが、その氷の下
には熱い想いが燃えたぎっているのではないか？
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私は逃げるように町から慌ただしく去って行ったが、ふとあの幸せな日々を振り返りたく
なることもある。

�� �������N�P

岩山の奥底へ鬼火が私を誘う。所詮すべては鬼火の戯れに過ぎないのだ。
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休みをとろうとして横になっても、身も心も休まる事はできない。
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春に彼女との幸せな日々を過ごす夢を見るが、突然目が覚め、冷たい現実に引き戻される。
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空気は爽やかで世の中は明るい。そのことがかえって私の惨めさと孤独さを引き立たせる。
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彼女の住んでいる町から郵便馬車がやってきて、私の心はなぜか高鳴ってくる。彼女から
の手紙が来ることはないのに。
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霜が私の髪を白髪に変えたかに見えたが、すぐ霜は溶け去り黒髪に戻った。棺に入るまで
なんと遠いのだろう。
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一羽のからすが私についてきている。墓場に至るまで忠実についてきておくれ。
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一枚の木の葉に私の希望を託すが、風が吹き木の葉は地面に落ち、私の希望もついえた。
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人々は毎晩様々なものを夢見て元気を取り戻すが、私は全ての夢を見果てた。鎖に繋がれ
た番犬よ、私を吠え立てて私を夜も休ませないでいてくれ。
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風が吹き荒れ真っ赤な火炎が雲間をつんざく。まさに私の気持ちにそっくりの朝だ。
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光が私の前を踊りゆく。今やその中の幻覚に陶酔する事だけが私の救いなのだ。
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一本の道しるべが私の前に立っている。それは誰も帰ってきた事のない道であるが、私は
この道を行かねばならない。
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とある墓地へと辿り着いた。ここで休息を取りたいと思ったが、この「宿」は満室。なら
ば旅を続けるしかあるまい。
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雪が顔に吹きつけてきたら振り落としてやろう。雨風にめげず世間の荒波に飛び込もう。
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三つの太陽が空に出ていた。今は最良の二つが沈んでしまった。三つ目の太陽も沈んでし
まえば、私は暗闇の中で落ち着く事が出来るだろう。
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村外れに辻音楽師が立っていてライアーを演奏している。誰も彼の演奏に耳を傾けようと
しない。風変わりな老人よ、私の歌に合わせてライアーを奏でてくれるかい？

�­�”�´�®�Y�w�;�¸�¯ �®�¹�ï�¬�~�Ò�¿�«�µ�¯

　シューベルトの「冬の旅」における「冬」とは単なる季節ではなく、主人公のおかれた社会的な疎外感
の象徴でもある。ケージのピアノのための作品「冬の音楽」は、沈黙の中に極度に孤立した和音のみが点
在している「鹿威し」的作品。この音響の孤立感が冬との連関を想像させるが、「冬の音楽」というタイ
トルは単に冬に作曲したからだとか。この作品の20ページのスコアのどのページを弾くか、どのくらい
の演奏時間で弾くか、何人のピアニストで演奏するかなどは、演奏者に委ねられている。
　ケージによると「沈黙 silence」とは無音の状態ではなく、無意図的な音が散らばっている状態（そも
そも完全に聴覚を失わない限りは何人たりとも完全な無音状態を体験する事は出来ない）であり、ケージ
の多くの作品のスコアに「（ケージ自身の他の作品と共に）互いに無関係に同時演奏する事が可能である」
という注意書きがあるのはそうした発想の延長線上であると言える。「冬の音楽」も「ソング・ブックス」
もそうした同時演奏可能な作品である。「ソング・ブックス」は89曲からなる歌手のための作品集である
が、そのタイトルとは裏腹に「山火事の録音を再生する事」と指示があるだけの「歌」でない作品も含ま
れている。どの作品をどういう順序で何人の歌手で演奏するかは全く自由で、それぞれの作品も図形楽譜
も含む多義的な解釈を必然的に生み出す方法で記譜されているため、演奏者次第で出てくる音の結果は当
然全く異なったものとなる。いくつかの作品には声を電子的に変調させるものがあるが、演奏者が電子変
調の結果を意図的にコントロールできないように巧みに作曲されているものも多く、唱法の使い分けによ
る声の音色のパレットをさらに拡張している。
　ケージのこうした作曲法は一見演奏者に自由を与えているようであるが、ケージの指示に従って自分自
身用の演奏用ヴァージョンを作る作業は実は結構「面倒臭い」ものである。その面倒で複雑な作業の指示
に従う過程で、演奏者は様々な選択や決定をしているにも関わらず、自分の演奏結果をコントロールでき
ないし、もちろん作曲者自体も演奏結果をコントロールできない。こういうところに音楽を「意図」から
解き放たれた「音そのもの」に回帰させようというケージの思想が反映している。　　　　　　[松平記]
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	¦�� ���� （バリトン）                                                  Takashi MATSUDAIRA

　愛媛県宇和島市生。東京芸術大学音楽学部卒業。同大学大学院音楽研究科修士課程
修了。大学院においてシェーンベルクの1903年から1908年の歌曲について研究をす
る。これまで声楽を杉野喜伊一、栗林義信、高橋大海の各氏に師事。教会音楽のソリ
ストとして、モーツァルト、フォーレの「レクイエム」、ブラームス「ドイツ・レクイ
エム」、ヘンデル「メサイア」、バッハ「マタイ受難曲」「ヨハネ受難曲」「クリスマス・
オラトリオ」、テレマン「マルコ受難曲」などを歌う傍ら、自作を含む若手作曲家の新
作初演、東京室内歌劇場におけるリーム「狂ってゆくレンツ」や、東京交響楽団定期
演奏会でのラッヘンマン「マッチ売りの少女」などの日本初演への参加など、前衛音

楽の演奏にも積極的に取り組む。黒人霊歌をはじめとする様々な民謡やポピュラー・ソングなどのオリジ
ナル編曲による演奏にも力を入れている。2000～2004年にはドイツのキュルテンで開催されたシュトッ
クハウゼン講習会へ参加し、ニコラス・イシャーウッド、アネット・メリウェザー、フベルト・マイヤー
の各氏よりシュトックハウゼンの声楽作品の正統的な演奏法を学び、シュトックハウゼン氏自身によるコ
ンポジション・セミナーも受講する。2001年、2003年には同講習会に於けるコンサートに出演し、シュ
トックハウゼンの「ティアクライス」「７つの曜日の歌」を作曲者の監修のもと演奏、その演奏は作曲者
自身より「極めて独創的な演奏解釈」などとの評価を受けた。2003年大阪でのクセナキス『オレステイ
ア』の完全全曲版日本初演においては、長大かつ演奏至難な「カッサンドラ」「女神アテナ」の楽章のソ
リストとして参加、その超絶技巧は多くの聴衆を圧倒した。2004年東京において全曲前衛作品ばかりに
よるリサイタルを開催し「音楽の友」誌上などで高く評価される。現在、聖徳大学非常勤講師、日本声楽
アカデミー会員、双子座三重奏団メンバー。

�G�ª ���Ò�Ì （フォルテピアノ）                                      Hiroaki OOI

　京都市生。スイス連邦政府給費留学生ならびに文化庁派遣芸術家在外研修員として
ベルン芸術大学(スイス)に留学、同大大学院修了。ピアノと室内楽をB.カニーノ、チェ
ンバロと通奏低音をD.ベルナー、フォルテピアノと歌曲伴奏をJ.E.デーラーに師事。ま
たA.シフ（ピアノ）、L.F.タリアヴィーニ（バロック・オルガン）、M.シュパーニ（ク
ラヴィコード）等の講習会を受講。朝日現代音楽賞(1993)、アリオン賞奨励賞(1994)、
青山音楽賞(1995)、村松賞(1996)、出光音楽賞(2001)等を受賞。Ｎ響、新日フィル、
都響、東京シティフィル、京都市響、仙台フィル等のほか、ヨーロッパではバイエル
ン放送交響楽団、アンサンブル・アンテルコンタンポラン（パリ）、ドイツ・カンマー

オーケストラ（ベルリン）、アンサンブル・アスコ（アムステルダム）等と共演。ヴェネツィア・ビエン
ナーレ、アヴィニョン・フェスティヴァル、ハノーファー・ビエンナーレ、ムジカ・ヴィヴァ、パン・ミュー
ジック・フェスティヴァル（ソウル）等の音楽祭に出演。仏TIMPANIレーベルでの『クセナキス管弦楽全
集』シリーズには2002年から参加、アルトゥーロ・タマヨ指揮ルクセンブルク・フィルと共演したＣＤ
「シナファイ」は異例のベストセラーとなり、仏ル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジック誌“ＣＨＯＣ”グラン
プリを受賞した。昨年秋には第２協奏曲「エリフソン～ちはやぶる大地」世界初録音が同レーベルからリ
リース、また「エオンタ」を含む独奏曲集や第３協奏曲「ケクロプス」の録音も予定されている。
　近年は歴史的鍵盤楽器の演奏にも力を入れ、J.S.バッハ「クラヴィーア練習曲第三巻」（ドイツ・オル
ガン・ミサ）全曲によるオルガン・リサイタル、クセナキスのチェンバロ協奏曲「ゴレ島へ」のドイツ語
圏初演、デュドゥランジュ・オルガン・フェスティヴァルへの出演、１６～１７世紀の初期バロックに焦
点をあてたチェンバロ・リサイタル等を行う。今シーズンはJ.S.バッハ《平均律クラヴィーア曲集第１巻》
によるクラヴィコード・リサイタルを各地で行い、好評を博している。
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